
科 目 名 単 位 数 指 導 学 年 ・ 類 ・ 型 必 修 ・ 選 択 

家 庭 基  礎 ２ ２年・１類・Ｂ・Ｃ型   ２類 必 修 

     授 業 担 当 者 教 科 書 名 副 教 材 等 

          家 庭 基 礎（ 実 教 出 版 ） 楽しく学べるマナーの基本 

 

【 科目の到達目標 】 

・人の一生を生涯発達の視点でとらえ、家族・家庭の意義、家族・家庭と社会との関わりについて理解する。 

・生活課題を解決するために必要な知識と技術を習得し、家庭生活の充実向上をはかる力と実践的な態度を身につけ

る。 

 

 

【 評価の観点と方法について 】 

１ 家族・家庭に対して、関連する制度や法律等に関心を持ち、さらに生きていくうえの知識・技術を習得して、自

分の生活をデザインしょうとする意欲がある。 

２ 学習した内容を理解したうえで、自分の生活課題や社会的な課題を見つけ、解決のためにどのようなことができ

るかを思考し、判断した内容をレポート等でまとめることができる。 

３ 自立するために必要な調理技術、裁縫技術、基礎的技術などを身につけることができる。 

４ 人が生きていくうえで必要な「生活」「マナー」にかかわる基本的知識を身につけ、理解することができる。 

 実習態度・作品や課題の提出・ワークシート・定期考査等で評価する。 

 

 月 学習単元・項目 学習のねらい 具体的な学習内容と方法 評価のポイント 

一 

 

学 

 

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

はじめに 家庭科を

学ぶにあたって 

第１編「人とかかわ

って生きる」 

◆自分らしい生き方

と家族 

・自分を見つめる 

・自立した生き方 

・共に生きる人生 

・家族に関する法律 

◆子どもとかかわる 

・子どもを知る 

・発達のすばらしさ 

・子どもの生活 

・ふれあい体験 

 

 

第２編「生活をつく

る」 

◆住生活をつくる 

・人と住まい 

「家庭基礎」学習の意

義や内容を理解する 

自己を客観的に見つめ

ライフステージごとの

特徴・課題を考え、男

女参画社会の現実を理

解し、どのように青年

期を生きるか 

家族・家庭の形態・機

能の変化・家族に関わ

る法律を知る 

子どもの誕生、心身の

発達と特徴を知る 

子どもの衣・食・遊び

について理解し実習に

つなげ、体験を通して

子どもや親への理解を

深める 

住まいの機能や気候風

土とのかかわり、住空

間の構成を学ぶ 

各領域の目標を説明し、学習方法やレポ

ートの書き方等評価の方法を理解する 

自己を見つめながら、人の生涯の特徴・

課題を理解する資料を用いて青年期の生

き方を社会的背景も含めて理解する 

家族の意義や形態・機能、時代と共に変

化する家族、かかわる課題、社会的事象

を理解する 

家族に関する法律を戦後から現代までの

民法改正の動きを知りながら理解する 

視聴覚教材や新生児模型等を用いて、生

命の尊さ、親の思い、乳児の特徴や発達

を理解する 

児童文化財の製作、離乳食の実習、衣生

活用品に触れ、子どもの生活を理解する 

保育園見学・実習でのふれあいで子ども

の理解を深める 

 

住居の歴史、世界の住まいを知る 

個人生活・家事労働・共同生活・整理・

衛生等、各空間の機能を理解する 

 

 

情報収集、ワークシ

ート、レポート等の

提出 

 

 

 

家族に関する法律に

ついて、基礎的知識

を身につけている 

子どもの特徴や発達

について基礎的知識

を身につけている 

児童文化財の製作と

提出 

意欲的に見学して 

レポート提出 

 

平面図記号を正しく

理解している 

****



一

学

期 

６ 

 

 

 

７ 

・住まいを計画する 

・健康的住まい環境 

 

 

・マナー① 

 住生活 

ライフステージ・スタ

イルに応じた住生活の

計画ができ、平面図の

読み取りができる 

和・洋室の室内環境と

住生活のマナーを理解 

快適な住まいをどのように設計すればよ

いか考え、基本的平面図表示記号を学び

平面図の読み取りができるようにする 

日照・日射・採光・照明・通風・換気・

冷暖房等の知識を理解する 

住生活のマナーについて実践から学ぶ 

平面図の読み取りが

できる 

住空間の設計提出 

住まいのメンテナン

スが理解できる 

積極的な参加態度 

二 

 

学 

 

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

11 

 

 

 

12 

 

◆衣生活をつくる 

・人と衣服 

・衣服の機能と素材 

・衣服表示と管理 

・身近な材料で生活

用品の製作 

・マナー② 

 衣生活 

◆高齢者とかかわる 

・高齢者を理解する 

・ふれあい学習 

・マナー③ 伝達 

◆食生活をつくる 

・私たちの食生活 

・栄養と食品のかか

わり 

・マナー④ 

 食生活 

衣服の起源や歴史、風

土に適した衣服を知り

、衣服素材の性能用途

に応じた選択、表示知

識を習得する 

基本的な裁縫の技術を

体得する 

高齢社会の現状と課題

、心身の特徴や生活を

知り、地域での助け合

い活動などを理解 

手紙・気持ちの伝え方 

世界の食文化を知る 

個々の食生活の問題点

を考え、栄養素の働き

と含まれる食品につい

て学び、食生活と健康

との関わりを理解する 

衣服の様々な着用目的を考え、衣生活の

選択・購入から洗濯の方法、管理から廃

棄に至るまで、衣服計画の重要性を理解

する 

手縫いの基本を通して日常生活に役立つ

工夫をし、もの作りの楽しさを体験する 

冠婚葬祭等、TPOに合わせた装いについて

マナーの本やＤＶＤ映像から理解する 

高齢化社会の現状、将来に向けて進む高

齢社会について認識し、高齢者の心身の

特徴や生活を視聴覚教材やふれあい学習

を通じて学び、介護保険制度も理解する 

手紙のマナー・書き方を理解する 

ビデオや資料で理解し自分の食生活につ

いての課題も考える 

食事の意義について考え、食品の特徴を

理解し、からだの中での働きを理解し、

バランスのとれた食生活につなげる 

衣服の機能やの特徴

について基礎的知識

を身につけている日

常着の管理につても

理解できている 

作品提出 

積極的な参加態度 

疑似体験記録提出 

高齢化の現状を理解

し関心を高め基本的

知識を理解している

御礼の手紙を提出 

食生活での課題を理

解している 

食品の特徴について

基礎的知識を身につ

けている 

箸の使い方を習得 

三 

 

学 

 

期 

 

 

 

 

 

１ 

 

  

 

２ 

 

 

３ 

 

 

・食事計画と調理 

献立作成 

・調理実習 

・マナー⑤  

 和洋中の食文化 

第３編「消費者とし

て自立する」 

◆消費行動を考える 

・マナー⑥ 

 社会人になる 

調理法を学び、調理技

術を身につけバランス

のよい食生活を考える

食事のマナーを知り、

楽しい食事ができる 

現代の消費生活につい

て理解し、自立した消

費者を目指し環境にも

配慮した消費者になる 

調理法の基本を学び、調理ができるよう

になるとともに限られた食材から献立の

アレンジができるようになる 

調理器具の使い方・片付け方、食卓作法

を実習から学ぶ 

 

消費者の権利と責任を認識し、賢い消費

者として行動できるようにする 

 

将来の生活を考える 

調理技術を身につけ

ている 

家族の献立計画・調

理実習・マナーレポ

ート提出 

 

消費者として必要な

知識を理解し自身の

経済観念を見直す 

自立度チェック 

 

【その他】 

・家庭総合は２・３年次の２年間（各２単位）で履修します。 

・実習や演習をできる限り多く取り入れながら体験を通して学習していきます。 

・さまざまな生活活動を想定しながら学んでいくことから、生きていくための総合力が身につきます。 

・連続して課題に取り組むことも多く、休むことなく実習・演習に臨んでください。 

 



科 目 名 単 位 数 指 導 学 年 ・ 類 ・ 型 必 修 ・ 選 択 

家 庭 総 合 ２ ２年・１類・Ａ型   ３類 必 修 

     授 業 担 当 者 教 科 書 名 副 教 材 等 

          家 庭 総 合（ 実 教 出 版 ） 楽しく学べるマナーの基本 

 

【 科目の到達目標 】 

・人の一生を生涯発達の視点でとらえ、家族・家庭の意義、家族・家庭と社会との関わりについて理解する。 

・生活課題を解決するために必要な知識と技術を習得し、家庭生活の充実向上をはかる力と実践的な態度を身につけ

る。 

 

【 評価の観点と方法について 】 

１ 家族・家庭に対して、関連する制度や法律等に関心を持ち、さらに生きていくうえの知識・技術を習得して、自

分の生活をデザインしょうとする意欲がある。 

２ 学習した内容を理解したうえで、自分の生活課題や社会的な課題を見つけ、解決のためにどのようなことができ

るのかを思考し、判断した内容をレポート等でまとめることができる。 

３ 自立するために必要な調理技術、裁縫技術、基礎的技術などを身につけることができる。 

４ 人が生きていくうえで必要な「生活」「マナー」にかかわる基本的知識を身につけ、理解することができる。 

 実習態度・作品や課題の提出・ワークシート・定期考査等で評価する。 

 

 月 学習単元・項目 学習のねらい 具体的な学習内容と方法 評価のポイント 

一 

 

学 

 

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

はじめに 

家庭科を学ぶにあた

って 

第１編「人とかかわ

って生きる」 

◆自分らしい生き方

と家族 

・自分を見つめる 

・自立した生き方 

 

・共に生きる人生 

 

 

・家族に関する 

法律 

 

・高校生としての 

マナー 

第２編「生活をつく

る」 

◆住生活をつくる 

・人と住まいのかか

わり 

 

・住まいを計画する 

「家庭総合」学習の

意義や内容を理解す

る 

自分自身について客

観的に知り、人の一

生について考えライ

フステージごとの特

徴・課題を理解する 

男女参画社会の現実

を理解し、どのよう

に青年期を生きるか

考える 

家族・家庭の形態・

機能の変化について

知る 

家族に関わる法律を

知る 

家族・近隣・学校で

のマナーを理解する 

住まいの機能や気候

風土とのかかわり、

住空間の構成を理解

し、ライフステージ 

・スタイルに応じた

住生活計画ができる 

各領域の学習目標を説明する 

 

自分についてワークシート等で客観的に

見つめることができ、人の生涯の特徴・

課題を理解する 

 

資料を用いて青年期の生き方、社会的背

景も含め理解する 

家族の意義や形態・機能を理解し、時代

と共に変化する家族、かかわる課題、社

会的事象を考えながら理解する 

家族に関する法律（親族・相続） 

戦後から現在までの民法の改正の動きも

知り、理解する 

挨拶・服装等について、よりよいことを

考え選択し、実行できる 

住居の歴史、日本・世界の住まいを知る 

個人生活・家事労働・共同生活・整理衛

生、それぞれの空間においての機能を理

解し、快適な住まいをどのように設計す

ればよいか考える 

基本的平面図表示記号を学び、平面図の

読み取りができるようにする 

日照・日射・採光・照明・通風・換気・

冷暖房等の知識を理解する 

 

 

情報収集、ワーク

シート、レポート

等の提出 

 

 

 

 

 

 

 

家族に関する法律

について、基礎的

知識を身につけて

いる 

 

平面図記号を正し

く理解している 

 

平面図より、平米

数・室構成等、読

み取りができる 

住空間の設計提出 

 

****



一

学

期 

 

７ 

 

 

 

健康的な住まいと環

境 

・住生活マナー 

 

 

平面図の読み取りが

できるようにする 

快適な室内環境につ

いて学び、洋室・和

室を理解する 

 

 

立ち振る舞いを理解する 

 

基本的な知識、住

まいのメンテナン

スが理解できてい

る 

 

二 

 

学 

 

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

◆衣生活をつくる 

・人と衣服のかか 

わり 

・素材を知る 

・衣服の表示と管理 

・身近な材料で生活

用品の製作 

 

・衣文化とマナー 

 

 

 

◆食生活をつくる 

・私たちの食生活 

 

・栄養と食品のかか 

わり 

 

 

 

 

 

 

 

 

衣服の起源や歴史、

風土に適した衣服を

学習し、ライフステ

ージごとの衣服、社

会環境とのかかわり

について学ぶ 

衣服素材の性能、用

途に応じた手入れが

できる 

表示知識を習得する 

状況に合わせた服装

を理解する 

世界の食文化を知る 

各自の食生活の問題

点を考える 

栄養素の働きやそれ

ぞれが多く含まれる

食品について学ぶ 

食生活と健康との関

わりを理解し、より

よい食生活の実践に

つなげる 

１日に何をどれだけ

食べたら良いかを考

え、献立をたてる 

衣服の様々な着用目的を考える 

衣生活の選択・購入から洗濯の方法、管

理から廃棄に至るまで、衣服計画の重要

性が理解できる 

 

ビデオや資料で理解する 

刺し子の実習を通して昔の仕事着のリサ

イクルについて知る 

もの作りの楽しさを体験し、基礎基本的

な縫製技術を習得する 

 

 

食事の意義について考え、自分の食生活

を見直し改善へとつなげることができる 

 

体内での働き、それらを多く含む食品を

理解し、バランスのとれた食生活を考え

る 

自分の身体活動レベルにあわせた食事を

考える 

 

 

献立カードを用いた献立を作成する 

 

 

衣服の機能や材料

の特徴について基

礎的知識を身につ

けている 

 

日常着の管理につ

いて理解できてい

る 

作品提出 

 

 

 

栄養素と食品の特

徴について基礎的

知識を身につけて

いる 

 

食生活での課題を

理解している 

 

 

 

１日の献立をたて

ることができる 

 

三 

 

学 

 

期 

 

 

１ 

 

２ 

 

 

３ 

 

・食事の計画と調理 

・献立作成 

・調理実習 

 

 

・食文化とマナー 

 

調理法を学び、調理

技術を身につける 

バランスのとれた家

族の食生活を考える 

 

食事のマナーを知り

楽しく食事ができる 

食材に応じた保存・下処理の方法や切り

方、調理方法、更には調理用具の扱い方

に関する基本調理実習を通して体得し、

学ぶ 

 

和洋中の食事マナーについて学ぶ 

 

調理技術を身につ

けている 

家族の献立計画表

を提出 

 

積極的な参加態度 

 

 

【その他】 

・家庭総合は２・３年次の２年間（各２単位）で履修します。 

・実習や演習をできる限り多く取り入れながら体験を通して学習していきます。 

・さまざまな生活活動を想定しながら学んでいくことから、生きていくための総合力が身につきます。 

・連続して課題に取り組むことも多く、休むことなく実習・演習に臨んでください。 

 


